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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電荷発生剤と、正孔輸送剤と、バインダー樹脂とを含有した感光層を有する電子写真感
光体であって、
　前記正孔輸送剤が化学式（１１）又は化学式（１２）で表されるアミンスチルベン誘導
体を含有し、かつ前記バインダー樹脂が一般式（２）で表されるポリカーボネート樹脂を
含有する、電子写真感光体。
【化１】
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【化２】

【化３】

　（前記一般式（２）中、Ｒ23及びＲ24は水素原子である。Ｒ25はメチル基である。また
、ｐ＋ｑ＝１００で、ｐ／ｑが６０／４０～６５／３５である。そして、ｎは３である。
）
【請求項２】
　前記バインダー樹脂は、式（２２）で表されるポリカ－ボネート樹脂を含有する、請求
項１に記載の電子写真感光体。

【化４】

【請求項３】
　前記電荷発生剤は、式（２６）で表されるＰＹ－１２８を含む、請求項１又は２に記載
の電子写真感光体。

【化５】

【請求項４】
　前記感光層は、電荷発生層と、電荷輸送層とを含み、
　前記電荷発生層が前記電荷発生剤を含有し、
　前記電荷輸送層が前記正孔輸送剤と、前記バインダー樹脂と、電子輸送剤とを含有し、
　前記電子輸送剤は、式（１３）、式（１４）、式（１５）、式（１６）、式（１７）、
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式（１８）、式（１９）、又は式（２０）で表される、請求項１～３のいずれか１項に記
載の電子写真感光体。
【化６】

【化７】

【化８】

【化９】
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【化１０】

【化１１】

【化１２】

【化１３】

【請求項５】
　前記電子輸送剤の含有量が前記バインダー樹脂１００質量部に対して１質量部である、
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請求項４に記載の電子写真感光体。
【請求項６】
　像担持体と、
　前記像担持体の表面を帯電させる帯電器と、
　前記帯電器によって帯電された前記像担持体の表面を露光して前記表面に静電潜像を形
成する露光器と、
　前記トナー像を前記像担持体として現像する現像器と、
　前記トナー像を前記像担持体から被転写体に転写するための転写器と、
を備える画像形成装置であって、
　前記像担持体が請求項１から５のいずれか１項に記載の電子写真感光体である、画像形
成装置。
                                                                                
  
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子写真感光体、及び電子写真感光体を備える画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式のプリンターや複合機においては、像担持体として感光体が用いられてい
る。感光体には、有機感光体、セレン感光体、アモルファスシリコン感光体などがある。
そのうち、有機感光体は、環境への影響が比較的小さく、成膜が容易、製造が容易である
といったメリットを有しており、現在多くの画像形成装置に用いられている。
【０００３】
　一般に、有機感光体は、導電性基体と、導電性基体の上に直接もしくは間接に設けられ
た感光層とを備えている。当該感光層は、電荷輸送材料と、電荷発生材料と、これらの材
料を結着させる結着樹脂（バインダー樹脂）とを含有している。有機感光体は、電荷輸送
材料と電荷発生材料とが別々の層で形成され電荷発生と電荷輸送の両方の機能が行われる
場合、積層型感光体と呼ばれ、電荷輸送材料と電荷発生材料とが同一の層で形成されてい
る場合、単層型感光体と呼ばれる。
【０００４】
　単層型及び積層型の有機感光体に適用可能な電荷輸送材料であり、正孔を輸送する正孔
輸送剤としては、特許文献１に開示されているアミンスチルベン誘導体が挙げられる。当
該アミンスチルベン誘導体は、優れた感度特性（電気的特性）を示しており、残留電位（
ＶL）を低下させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－００８６７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、感光体全体として、像担持体に必要な感度特性（電気的特性）や耐久性
といった特性を発揮するためには、電荷輸送材料単独の性能のみならず、電荷発生材料や
結着樹脂の特性が大きく寄与するほかに、これらの相性（各種成分の組合せにより現れた
特性）も重要な因子となっている。特許文献１に開示されているアミンスチルベン誘導体
を電荷輸送材料として使用する場合も、優れた感度特性（電気的特性）を維持させつつ、
感光体全体の耐摩耗性を向上させることが要求されている。
【０００７】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、感光体全体として
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優れた感度特性（電気的特性）を維持しつつ、耐摩耗性を付与可能な電子写真感光体及び
画像形成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による電子写真感光体は、電荷発生剤と、正孔輸送剤と、バインダー樹脂とを含
有した感光層を有する。本発明による電子写真感光体において、正孔輸送剤が一般式（１
）で表されるアミンスチルベン誘導体を含有し、かつ前記バインダー樹脂が一般式（２）
で表されるポリカーボネート樹脂を含有する。
【０００９】
【化１】

　ここで、一般式（１）中、Ｒ1～Ｒ14は、それぞれ独立した水素原子、ハロゲン原子、
炭素数１～２０のアルキル基、炭素数１～２０のハロゲン化アルキル基、炭素数１～２０
のアルコキシ基、メチル基にて置換又は非置換の炭素数６～２０のアリール基、あるいは
、メチル基にて置換又は非置換のアミノ基であり、繰り返し数ａ～ｄはそれぞれ独立した
０～４の整数である。ただし、Ａ及びＢ、あるいはいずれか一方が、メチル基にて置換又
は非置換の炭素数６～２０のアリール基であり、Ｃ及びＤ、あるいはいずれか一方が、メ
チル基にて置換又は非置換の炭素数６～２０のアリール基であり、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤのう
ちアリール基でないものは、水素原子である。
【００１０】
【化２】

　ここで、一般式（２）中、　Ｒ23～Ｒ25は水素原子もしくは炭素数１～４のアルキル基
であるが、少なくともＲ23～Ｒ25の内いずれか一つはアルキル基である。また、ｐ＋ｑ＝
１００で、ｐ≧３５である。そして、ｎは２又は３である。
【００１１】
　本発明による画像形成装置は、像担持体と、前記像担持体の表面を帯電させる帯電器と
、前記帯電器によって帯電された前記像担持体の表面を露光して前記表面に静電潜像を形
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成する露光器と、前記トナー像を前記像担持体として現像する現像器と、前記トナー像を
前記像担持体から被転写体に転写するための転写器とを備えている。本発明による画像形
成装置において、前記像担持体は上述した電子写真感光体である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、電子写真感光体において、優れた感度特性（電気的特性）を維持させ
ると共に耐摩耗性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態における単層型電子写真感光体の構造を示す概略断面図である
。
【図２】本発明の実施形態における積層型電子写真感光体の構造を示す概略断面図である
。
【図３】本発明の実施形態における電子写真感光体を備えた画像形成装置の構成を示す概
略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明における実施形態について説明する。ただし、本発明は、これらに限定さ
れるものではない。
【００１５】
[実施形態１]
　本実施形態に係る単層型又は積層型電子写真感光体（以下、「感光体」と記する）の感
光層には、電荷発生剤と、正孔輸送剤と、バインダー樹脂とが含有されている。
【００１６】
　正孔輸送剤は、電荷輸送材料の一種であり、一般式（１）で表されるアミンスチルベン
誘導体を使用する。
【００１７】
【化３】

　ここで、Ｒ1～Ｒ14は、それぞれ独立した水素原子、ハロゲン原子、炭素数１～２０の
アルキル基、炭素数１～２０のハロゲン化アルキル基、炭素数１～２０のアルコキシ基、
メチル基にて置換又は非置換の炭素数６～２０のアリール基、あるいは、メチル基にて置
換又は非置換のアミノ基であり、繰り返し数ａ～ｄはそれぞれ独立した０～４の整数であ
る。ただし、Ａ及びＢ、あるいはいずれか一方が、メチル基にて置換又は非置換の炭素数
６～２０のアリール基であり、Ｃ及びＤ、あるいはいずれか一方が、メチル基にて置換又
は非置換の炭素数６～２０のアリール基であり、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤのうちアリール基でな
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いものは、水素原子である。
【００１８】
　また、バインダー樹脂は、一般式（２）で表されるポリカーボネート樹脂を使用する。
【００１９】
【化４】

　ここで、一般式（２）中、　Ｒ23～Ｒ25は水素原子もしくは炭素数１～４のアルキル基
であるが、少なくともＲ23～Ｒ25の内いずれか一つはアルキル基である。また、ｐ＋ｑ＝
１００で、ｐ≧３５である。そして、ｎは２又は３である。
【００２０】
　本実施形態に係る感光体は、一般式（１）で表されるアミンスチルベン誘導体と一般式
（２）で表されるポリカーボネート樹脂とを含有するため、感光体は、感度特性（電気的
特性）及び耐摩耗性に優れている。これによって、このような感光体を備えた画像形成装
置は、耐久性を有し、長期にわたって高画質な画像を形成することができる。
【００２１】
　感光体は、上記構成を満たしていれば、すなわち、正孔輸送剤としての一般式（１）で
表されるアミンスチルベン誘導体と、バインダー樹脂としての一般式（２）で表されるポ
リカーボネート樹脂とを感光層に含有していれば、その他は特に限定されない。
【００２２】
　具体的には、本実施形態に係る感光体は、例えば、図１に示すように、いわゆる単層型
感光体であってもよい。単層型感光体は感光層を有し、感光層は、同一層に少なくとも電
荷発生剤、正孔輸送剤、及びバインダー樹脂と呼ばれる結着樹脂を含有する。
【００２３】
　図１は、本発明の実施形態における単層型電子写真感光体１０（以下「単層型感光体１
０」と記す。）の構造を示す概略断面図である。
【００２４】
　単層型感光体１０は、図１（ａ）に示すように、導電性基体１１と、導電性基体１１上
に設けられた感光層１２とを備える。感光層１２は、同一層に電荷発生剤と、正孔輸送剤
と、電子輸送剤と、バインダー樹脂とを含有する。
【００２５】
　なお、単層型感光体１０は、導電性基体１１と、感光層１２とを備えていれば、特に限
定されない。具体的には、例えば、図１（ａ）に示すように、導電性基体１１上に感光層
１２が直接設けられてもよいし、図１（ｂ）に示すように、導電性基体１１と感光層１２
との間に下引き層１３が設けられてもよい。
【００２６】
　また、本実施形態に係る感光体は、図２に示すように、いわゆる積層型感光体であって
もよい。積層型感光体は感光層を有し、感光層は、少なくとも電荷発生剤及びベース樹脂
と呼ばれる結着樹脂を含有する電荷発生層と、正孔輸送剤及び前述の単層感光体に用いる
結着樹脂と同様、バインダー樹脂を含有する電荷輸送層とが少なくとも積層している。
【００２７】
　図２は、本発明の実施形態における積層型電子写真感光体２０（以下「積層型感光体２
０」と記す。）の構造を示す概略断面図である。
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【００２８】
　積層型感光体２０は、図２（ａ）に示すように、導電性基体２１と、導電性基体２１上
に設けられた感光層２２とを備えている。さらに、感光層２２は、電荷発生層２２ａと電
荷輸送層２２ｂとを含み、電荷発生層２２ａ及び電荷輸送層２２ｂが積層されている。電
荷発生層２２ａは、電荷発生剤及びベース樹脂を含有する。電荷輸送層２２ｂは、正孔輸
送剤及びバインダー樹脂を含有する。
【００２９】
　また、積層型感光体２０は、導電性基体２１と、感光層２２とを備えていれば、特に限
定されない。具体的には、積層型感光体２０は、図２（ａ）に示すように、導電性基体２
１上に、電荷発生層２２ａ及び電荷輸送層２２ｂの順で積層したものであってもよい。あ
るいは、ここで図示していないが、積層型感光体２０は、導電性基体２１上に、電荷輸送
層２２ｂ及び電荷発生層２２ａの順に積層したものであってもよい。また、導電性基体２
１上に感光層２２が直接設けられてもよいし、図２（ｂ）に示すように、導電性基体２１
と感光層２２との間に下引き層２３が設けられてもよい。もしくは、ここで図示していな
いが、積層型感光体２０には、電荷輸送層２２ｂと電荷発生層２２ａとの間に中間層が設
けられてもよい。
【００３０】
　本実施形態に係る感光体においては、単層型感光体であっても積層型感光体であっても
、一般式（２）で表されるポリカーボネート樹脂が、前述のバインダー樹脂に含有されて
いる。また、本実施形態における感光体は、感光層の表面側に保護層をさらに備えてもよ
い。ただし、画像流れの発生を防止するため及び製造コストを抑制するために、本実施形
態に係る感光体は感光層を最外層に配置することが好ましい。
【００３１】
　以下、図１及び図２を参照して、本実施形態に係る感光体の各構成部分について詳細に
説明する。
【００３２】
　［導電性基体］
　本実施形態において、導電性基体１１、２１は、少なくとも表面部が導電性を有するも
のであれば、特に限定されない。導電性基体１１、２１は、例えば、導電性を有する材料
から構成されるものであってもよいし、プラスチック材料又はガラスの表面を、導電性を
有する材料で被覆や蒸着したものであってもよい。ここで、導電性を有する材料としては
、例えば、アルミニウム、鉄、銅、錫、白金、銀、バナジウム、モリブデン、クロム、カ
ドニウム、チタン、ニッケル、パラジウム、インジウム、ステンレス鋼及び真鍮のような
金属、又はそれらの合金が挙げられる。これら導電性を有する材料は１種を単独で用いて
もよいし、２種以上を組合せて用いてもよい。例示した導電性基体のうち、アルミニウム
又はアルミニウム合金からなるものを用いることが好ましく、この場合、より好適な画像
を形成することができる感光体を提供することができる。このことは、感光層１２、２２
から導電性基体１１、２１への電荷の移動が良好であることによると考えられる。
【００３３】
　導電性基体１１、２１の形状は、特に限定されない。例えば、適用する画像形成装置の
構造に合わせて、シート状であっても、ドラム状であってもよい。
【００３４】
　また、導電性基体１１、２１は、使用に際して、十分な機械的強度を有することが望ま
しい。
【００３５】
　［感光層］
　図１を参照して説明したように、単層型感光体１０は、感光層１２を備える。感光層１
２は、電荷発生剤と、正孔輸送剤と、バインダー樹脂とを同一層に含有する。また、図２
を参照して説明したように、積層型感光体２０は感光層２２を備える。感光層２２は、電
荷発生剤を含む電荷発生層２２ａと、正孔輸送剤及びバインダー樹脂を含有する電荷輸送
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【００３６】
　また、単層型感光体１０及び積層型感光体２０のいずれにおいても、必要に応じて、電
子輸送剤、添加剤を感光層に含有させてもよい。
【００３７】
　（電荷発生剤）
　電荷発生剤としては、感光体の電荷発生剤として用いることができるものであれば、特
に限定されない。具体的には、例えば、Ｘ型無金属フタロシアニン（ｘ－Ｈ2Ｐｃ）、Ｙ
型オキソチタニルフタロシアニン（Ｙ－ＴｉＯＰｃ）、ペリレン顔料、ビスアゾ顔料、ジ
チオケトピロロピロール顔料、無金属ナフタロシアニン顔料、金属ナフタロシアニン顔料
、スクアライン顔料、トリスアゾ顔料、インジゴ顔料、アズレニウム顔料、シアニン顔料
、セレン、セレン－テルル、セレン－ヒ素、硫化カドミウム、アモルファスシリコンの無
機光導電材料の粉末、ピリリウム塩、アンサンスロン系顔料、トリフェニルメタン系顔料
、スレン系顔料、トルイジン系顔料、ピラゾリン系顔料、又はキナクリドン系顔料が挙げ
られる。
【００３８】
　また、電荷発生剤は、所望の領域に吸収波長を有するように、上述した各電荷発生剤を
単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いてもよい。さらに、例えば、半導体
レーザーの光源を使用したレーザービームプリンターやファクシミリのデジタル光学系の
画像形成装置には、７００ｎｍ以上の波長領域に感度を有する感光体が必要となるため、
例えば、Ｘ型無金属フタロシアニン（ｘ－Ｈ2Ｐｃ）又はＹ型オキソチタニルフタロシア
ニン（Ｙ－ＴｉＯＰｃ）のフタロシアニン系顔料が好適に用いられる。なお、フタロシア
ニン系顔料の結晶形については特に限定されず、種々のものが使用される。
【００３９】
　また、画像形成装置が３５０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下の短波長レーザー光源を備える場
合には、電荷発生剤として、アンサンスロン系顔料、又はペリレン系顔料が好適に用いら
れる。
【００４０】
　上述した電荷発生剤のうち、具体的に、一般式（３）～（６）で表されるフタロシアニ
ン系顔料（ＣＧＭ－１～ＣＧＭ－４）を使用することがより好ましい。
【００４１】
【化５】

【００４２】
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【化６】

【００４３】
【化７】

【００４４】
【化８】

【００４５】
　（正孔輸送剤）
　正孔輸送剤は、一般式（１）で表されるアミンスチルベン誘導体を含む。



(12) JP 6232928 B2 2017.11.22

10

20

30

40

【化９】

【００４６】
　ここで、Ｒ1～Ｒ14は、それぞれ独立した水素原子、ハロゲン原子、炭素数１～２０の
アルキル基、炭素数１～２０のハロゲン化アルキル基、炭素数１～２０のアルコキシ基、
メチル基にて置換又は非置換の炭素数６～２０のアリール基、あるいは、メチル基にて置
換又は非置換のアミノ基であり、繰り返し数ａ～ｄはそれぞれ独立した０～４の整数であ
る。ただし、Ａ及びＢ、あるいはいずれか一方が、メチル基にて置換又は非置換の炭素数
６～２０のアリール基であり、Ｃ及びＤ、あるいはいずれか一方が、メチル基にて置換又
は非置換の炭素数６～２０のアリール基であり、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤのうちアリール基でな
いものは、水素原子である。
【００４７】
　一般式（１）で表されるアミンスチルベン誘導体は、分子末端のフェニルアミノ基にお
けるフェニルのオルト位、メタ位、あるいはパラ位に、所定のエテニル基及び所定の置換
基を導入することにより、立体障害が生じるため、結晶化しにくく、バインダー樹脂への
相溶性及び溶剤への溶解性を向上させることができる。
【００４８】
　したがって、このようなアミンスチルベン誘導体を、本実施形態に係る感光体において
正孔輸送剤として使用することにより、かかるアミンスチルベン誘導体を感光層中に均一
に分散することができ、優れた感度特性及び耐久性を有する感光体を提供することができ
る。
【００４９】
　なお、分子末端のフェニルアミノ基におけるフェニルのオルト位及びメタ位に所定のエ
テニル基を有するアミンスチルベン誘導体であれば、ヨウ化ベンゼン誘導体等との反応を
介して、より製造しやすいという利点もある。
【００５０】
　また、本発明に係る正孔輸送剤、一般式（１’）で表されるアミンスチルベン誘導体を
含んでもよい。これによって、感度特性および耐久性に優れた電子写真感光体を提供する
ことができる。
【００５１】
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【化１０】

　ここで、前記一般式（１’）中、Ａ～Ｄ、Ｒ1～Ｒ14および繰り返し数ａ～ｄは、前記
一般式（１）の内容と同様である。
【００５２】
　すなわち、一般式（１’）で表されるアミンスチルベン誘導体は、分子末端のフェニル
アミノ基におけるフェニルのパラ位に、所定のエテニル基および所定の置換基を導入する
ことにより、立体障害が生じるため、バインダー樹脂への相溶性および溶剤への溶解性を
向上させることができる。
【００５３】
　また、分子末端のフェニルアミノ基におけるフェニルのパラ位に所定のエテニル基を有
する化合物であれば、ホルミル化等の反応を介して、より製造しやすいという利点もある
。
【００５４】
　より具体的には、本発明のアミンスチルベン誘導体によれば、一般式（１）及び一般式
（１’）中のＲ2、Ｒ6、Ｒ9及びＲ13が炭素数１～１０の置換又は非置換のアルキル基で
あることにより、バインダー樹脂への相溶性、及び溶剤に対する溶解性をさらに向上させ
ることができ、電荷移動度を高めるとともに、バインダー樹脂中での結晶化をより効果的
に防ぐことができる。
【００５５】
　したがって、このような置換基を有するアミンスチルベン誘導体を、電荷輸送剤（正孔
輸送剤）として使用することにより、さらに優れた感度特性及び耐久性を有する感光体を
提供することができる。また、このような置換基であれば、導入が比較的容易であるため
、所定のアミンスチルベン誘導体を比較的高い収率で生産することができる。
【００５６】
　また、本発明のアミンスチルベン誘導体によれば、一般式（１）及び一般式（１’）中
のＡ及びＢ、あるいはいずれか一方が、メチル基にて置換又は非置換の炭素数６～２０の
アリール基であり、Ｃ及びＤ、あるいはいずれか一方が、メチル基にて置換又は非置換の
炭素数６～２０のアリール基であり、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤのうちアリール基でないものは、
水素原子であることにより、分子内共役が広がり、電荷移動度を高めることができる。
【００５７】
　したがって、このようなアミンスチルベン誘導体を電荷輸送剤（正孔輸送剤）として使
用することにより、優れた感度特性を有した感光体を提供することができる。また、この
ような構造であれば、比較的導入が容易であるため、所定のアミンスチルベン誘導体を比
較的高い収率で生産することができる。
【００５８】
　上述した一般式（１）で示されるアミンスチルベン誘導体のうち、具体的に、一般式（
７）～（１２）で示されるＨＴＭ－１～ＨＴＭ－６を使用することがより好ましい。
【００５９】
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【化１１】

【００６０】
【化１２】

【００６１】
【化１３】

【００６２】
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【化１４】

【００６３】
【化１５】

【００６４】

【化１６】

【００６５】
（電子輸送剤）
　電荷輸送剤として、正孔輸送剤のほかに、必要に応じて、感光層に電子輸送剤を含有さ
せてもよい。特に単層型感光体１０においては、電子を輸送することでバイポーラーの特
性を付与するために用いられる。一方、積層型感光体２０の場合、電荷発生層に電子輸送
剤を含有させてもよい。
【００６６】
　電子輸送剤としては、例えば、ナフトキノン系化合物、ジフェノキノン系化合物、アン
トラキノン系化合物、アゾキノン系化合物、ニトロアントアラキノン系化合物、ジニトロ
アントラキノン系化合物のキノン系化合物、マロノニトリル系化合物、チオピラン系化合
物、トリニトロチオキサントン系化合物、３，４，５，７－テトラニトロ－９－フルオレ
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アノエチレン、２，４，８－トリニトロチオキサントン、ジニトロベンゼン、ジニトロア
ントラセン、ジニトロアクリジン、無水コハク酸、無水マレイン酸、ジブロモ無水マレイ
ン酸が挙げられる。これら電子輸送剤は１種を単独で又は２種以上を組合せて用いられる
。
【００６７】
　上述した電子輸送剤のうち、具体的に、一般式（１３）～（２０）で示されるＥＴＭ－
１～ＥＴＭ－８を使用することがより好ましい。
【００６８】
【化１７】

【００６９】

【化１８】

【００７０】
【化１９】

【００７１】
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【化２０】

【００７２】
【化２１】

【００７３】
【化２２】

【００７４】
【化２３】

【００７５】
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【化２４】

【００７６】
（結着樹脂）
　感光体に用いる結着樹脂としては、前述のように単層型感光体１０の感光層１２、又は
積層型感光体２０の電荷輸送層２２ｂに用いるバインダー樹脂と、積層型感光体２０の電
荷発生層２２ａに用いる場合の電荷発生層用ベース樹脂とが挙げられる。
【００７７】
　バインダー樹脂は、上述したように単層型感光体１０の感光層１２もしくは積層型感光
体２０の電荷輸送層２２ｂに用いることができるものであり、一般式（２）で表されるポ
リカーボネート樹脂を含有している。
【００７８】
　電荷発生層用ベース樹脂は、上述のように積層型感光体２０の電荷発生層２２ａに用い
ることができる電荷発生層用の結着樹脂であれば、特に限定されない。
【００７９】
　電荷発生層用ベース樹脂の具体例としては、スチレン－ブタジエン共重合体、スチレン
－アクリロニトリル共重合体、スチレン－マレイン酸共重合体、アクリル共重合体、スチ
レン－アクリル酸共重合体、ポリエチレン樹脂、エチレン－酢酸ビニル共重合体、塩素化
ポリエチレン樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、ポリプロピレン樹脂、アイオノマー樹脂、塩化
ビニル－酢酸ビニル共重合体、アルキド樹脂、ポリアミド樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリ
スルホン樹脂、ジアリルフタレート樹脂、ケトン樹脂、ポリビニルアセタール樹脂、ポリ
ビニルブチラール樹脂、ポリエーテル樹脂、シリコーン樹脂、エポキシ樹脂、フェノール
樹脂、尿素樹脂、メラミン樹脂、エポキシアクリレート樹脂、又はウレタン－アクリレー
ト樹脂が挙げられ、ポリビニルブチラールが好適に使用される。電荷発生層に用いる電荷
発生層用ベース樹脂は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００８０】
（バインダー樹脂）
　バインダー樹脂は、一般式（２）で表されるポリカーボネート樹脂を含む。ポリカーボ
ネート樹脂は、一般式（２－１）で表される繰返し構造単位及び一般式（２－２）で表さ
れる繰返し構造単位からなるポリカーボネート共重合体である。
【００８１】
【化２５】

【００８２】
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【化２６】

【００８３】
【化２７】

【００８４】
　バインダー樹脂として、一般式（２）で表されるポリカーボネート樹脂によれば、ｐ＋
ｑ＝１００として、ｐ≧３５である場合は、感光体の耐摩耗性が向上する。また、感光体
の他の特性、例えば、感度特性（電気的特性）及び機械的特性を良好にするためには、ｐ
の上限が６５以下であることがより好ましい。
【００８５】
　また、一般式（２－１）及び一般式（２－２）で表される繰り返し単位において、好ま
しくは、Ｒ23～Ｒ25のうちの少なくとも１つは、炭素数１～４のアルキル基である。より
好ましくは、Ｒ23～Ｒ25のいずれか１つがメチル基である。
【００８６】
　その理由としては、Ｒ23～Ｒ25がアルキル基で置換されることにより、非ハロゲン系溶
剤に対する溶解性、及びアミンスチルベン誘導体に対する相溶性を向上させることができ
、良好な感度特性（電気的特性）及び耐摩耗性を実現することに寄与することができる。
【００８７】
　一方、アルキル置換基の鎖長、分岐性及び数量が高まるにつれて、分子同士の絡み合い
が低下し、分子のパッキング性が低下する傾向があるため、耐摩耗性に悪影響を及ぼす恐
れがある。したがって、アルキル置換基の炭素数が１から４という小さい範囲であること
が好ましい。
【００８８】
　上述したポリカーボネート樹脂において、繰り返し単位の芳香環に適切な数量、且つ適
切な鎖長のアルキル基で置換されることにより、優れた感度特性（電気的特性）及び耐摩
耗性を感光体に付与することができる。
【００８９】
　また、一般式（２－２）で示す繰り返し単位における２つのフェニレン基の間には第四
級炭素があり、当該第四級炭素は、メチル基及びエチル基にて置換されているため、通常
の第二級炭素の場合と比べて、相対的に繰返し構造単位自体として低極性の箇所が部分的
に存在する。これにより一般式（１）で表される正孔輸送剤は、一般式（２）で表される
繰返し構造単位の近傍に集まりやすくなる。その結果、ポリカーボネート樹脂とアミンス
チルベン誘導体の相容性が向上することにより、膜強度が強くなり、耐摩耗性が向上する
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体とすることができる。
【００９０】
　上述した一般式（１）で表されるアミンスチルベン誘導体を含む正孔輸送剤と、一般式
（２）で表されるポリカーボネートを含有させるバインダー樹脂とを組み合わせて使用す
ることにより、両者の優れた特性を夫々維持することができると共に、一般式（２）で表
されるポリカーボネート樹脂に対して、アミンスチルベン誘導体が良好な相溶性を示す。
それにより、膜強度が向上し、耐摩耗性が向上することができる。また、電荷輸送層２２
ｂは、良好的な感度特性（電気特性）を維持する。
【００９１】
　バインダー樹脂（ポリカーボネート樹脂）の分子量は、粘度平均分子量で３０，０００
以上であることが好ましく、４０，０００以上６０，０００以下であることがより好まし
い。バインダー樹脂の分子量が低すぎると、バインダー樹脂の耐摩耗性を高めるという効
果を十分に発揮できず、電荷輸送層が摩耗しやすくなる傾向がある。また、バインダー樹
脂の分子量が高すぎると、非ハロゲン系極性及び無極性混合溶剤に溶解しにくくなって、
電荷輸送層用塗布液を調製しにくくなる等、好適な電荷輸送層を形成することが困難にな
る傾向がある。
【００９２】
　ポリカーボネートの構造は、特に限定されず、例えば、一般式（２－１）で表される繰
返し構造単位と一般式（２－２）で表される繰返し構造単位とがランダムに共重合したラ
ンダム共重合体、両繰返し構造単位が交互に共重合した交互共重合体、１つ又は複数の一
般式（２－１）で表される繰返し構造単位と１つ又は複数の一般式（２－２）で表される
繰返し構造単位とが周期的に共重合した周期的共重合体、又は、複数の一般式（２－１）
で表される繰返し構造単位からなるブロックと複数の一般式（２－２）で表される繰返し
構造単位からなるブロックとが共重合したブロック共重合体であってよい。
【００９３】
　バインダー樹脂の製造方法は、上述した構造のポリカーボネート樹脂を製造することが
できれば、特に限定されない。これらの製造方法として、例えば、ポリカーボネート樹脂
の繰返し構造単位を構成するためのジオール化合物とホスゲンとを界面縮重合させる方法
、いわゆるホスゲン法や、ジオール化合物とジフェニルカーボネートとをエステル交換反
応させる方法が挙げられる。より具体的には、例えば、一般式（２－３）で表されるジオ
ール化合物が４０ｍｏｌ％以上となるように、一般式（２－３）で表されるジオール化合
物及び一般式（２－４）で表されるジオール化合物を混合して得た混合物と、ホスゲンと
を界面縮重合させる方法が挙げられる。
【００９４】
【化２８】

【００９５】
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【００９６】
　なお、本実施形態におけるバインダー樹脂としては、ポリカーボネート樹脂を単独で用
いてもよいが、ポリカーボネート樹脂以外の樹脂を、本発明の効果を損なわない範囲で加
えてもよい。ポリカーボネート樹脂とブレンドし得るその他の樹脂としては、例えば、具
体的には、スチレン系樹脂、スチレン－ブタジエン共重合体、スチレン－アクリロニトリ
ル共重合体、スチレン－マレイン酸共重合体、スチレン－アクリル酸共重合体、アクリル
共重合体、ポリエチレン樹脂、エチレン－酢酸ビニル共重合体、塩素化ポリエチレン樹脂
、ポリ塩化ビニル樹脂、ポリプロピレン樹脂、アイオノマー、塩化ビニル－酢酸ビニル共
重合体、ポリエステル樹脂、アルキド樹脂、ポリアミド樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリア
リレート樹脂、ポリスルホン樹脂、ジアリルフタレート樹脂、ケトン樹脂、ポリビニルブ
チラール樹脂、ポリエーテル樹脂、ポリエステル樹脂のような熱可塑性樹脂、シリコーン
樹脂、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、尿素樹脂、メラミン樹脂、その他架橋性の熱硬化
性樹脂、又はエポキシアクリレート樹脂、ウレタン－アクリレート共重合樹脂のような光
硬化性樹脂が挙げられる。これらは単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用い
てもよい。
【００９７】
　（添加剤）
　本実施形態における感光体は、電荷発生層、電荷輸送層、中間層及び保護層のいずれに
対しても、電子写真特性に悪影響を与えない範囲で、各種添加剤を含有してもよい。添加
剤としては、例えば、酸化防止剤、ラジカル捕捉剤、１重項クエンチャー、紫外線吸収剤
等の劣化防止剤、軟化剤、可塑剤、表面改質剤、増量剤、増粘剤、分散安定剤、ワックス
、アクセプター、ドナー、界面活性剤、又はレベリング剤が挙げられる。そして、酸化防
止剤としては、例えば、ヒンダードフェノール、ヒンダードアミン、パラフェニレンジア
ミン、アリールアルカン、ハイドロキノン、スピロクロマン、スピロインダノン、及びこ
れらの誘導体、有機硫黄化合物、又は有機燐化合物が挙げられる。
【００９８】
　また、電荷発生層の感度を向上させるために、電荷発生層には、例えばテルフェニル、
ハロナフトキノン類、又はアセナフチレンの増感剤を含有させてもよい。
【００９９】
　また、電荷輸送層の耐クラック性を向上させるために、電荷輸送層には、可塑剤として
、例えば化学式（ＢＰ－１）～（ＢＰ－２０）で表されるビフェニル誘導体のうち、１種
を単独で又は２種以上を組合せて含有させてもよい。
【０１００】
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【化３０】

【０１０１】
　［下引き層］
　図１及び図２を参照して説明したように、本実施形態に係る感光体は、導電性基体と電
荷発生層との間に下引き層を有してもよい。導電性基体と電荷発生層との間に下引き層を
介在させることにより、リークの発生を抑える程度に絶縁しつつ、感光体を露光した際に
円滑に電流を流して抵抗の上昇を抑えることができる。下引き層は、無機粒子及び下引き
層用結着樹脂を含有してもよい。
【０１０２】
　無機粒子として、例えば、金属（アルミニウム、鉄、又は銅）、金属酸化物（酸化チタ
ン、アルミナ、酸化ジルコニウム、酸化スズ、又は酸化亜鉛）、及び非金属酸化物（シリ
カ）が挙げられる。これらの無機粒子は１種を単独で又は２種以上を組合せて用いられる
。
【０１０３】
　下引き層用結着樹脂としては、下引き層を形成する結着樹脂として用いることができる
ものであれば、特に限定されない。例えば、電荷発生層の説明において例示した電荷発生
層用ベース樹脂の中から、１種を単独で又は２種以上を混合して用いられる。
【０１０４】
　［感光体の製造方法］
　まず、図１を参照して、単層型感光体１０の製造方法について説明する。
【０１０５】
　単層型感光体１０は、塗布液を導電性基体１１上に塗布し、乾燥することによって製造
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される。この塗布液は、電荷発生剤、電荷輸送剤、バインダー樹脂、及び必要に応じて各
種添加剤等を溶剤に溶解又は分散させることにより製造される。
【０１０６】
　単層型感光体１０において、電荷発生剤、電荷輸送剤及びバインダー樹脂の各含有量は
、適宜選定され、特に限定されない。具体的には、例えば、電荷発生剤の含有量は、バイ
ンダー樹脂１００質量部に対して、０．１質量部以上５０質量部以下であることが好まし
く、０．５質量部以上３０質量部以下であることがより好ましい。また、電子輸送剤の含
有量は、バインダー樹脂１００質量部に対して、５質量部以上１００質量部以下であるこ
とが好ましく、１０質量部以上８０質量部以下であることがより好ましい。また、正孔輸
送剤の含有量は、バインダー樹脂１００質量部に対して、５質量部以上５００質量部以下
であることが好ましく、２５質量部以上２００質量部以下であることがより好ましい。さ
らに、正孔輸送剤と電子輸送剤との総量、すなわち、電荷輸送剤の含有量は、バインダー
樹脂１００質量部に対して、２０質量部以上５００質量部以下であることが好ましく、３
０質量部以上２００質量部以下であることがより好ましい。
【０１０７】
　また、単層型感光体１０の感光層１２の厚さは、感光層１２として十分に作用すること
ができれば、特に限定されない。具体的には、５μｍ以上１００μｍ以下であることが好
ましく、１０μｍ以上５０μｍ以下であることがより好ましい。
【０１０８】
　次に、積層型感光体２０の製造方法について説明する。
【０１０９】
　具体的には、例えば、まず、電荷発生層形成用塗布液を調製する。電荷発生層形成用塗
布液は、電荷発生剤、ベース樹脂、及び必要に応じて各種添加剤を溶剤に溶解又は分散さ
せることにより調製される。
【０１１０】
　電荷輸送層形成用塗布液も必要に応じて各種添加剤等を溶剤に溶解又は分散させること
により調製される。そして、電荷発生層形成用塗布液及び電荷輸送層形成用塗布液のいず
れか一方の塗布液を導電性基体上に塗布し、乾燥することによって、電荷発生層２２ａ及
び電荷輸送層２２ｂのいずれか一方を形成させる。その後、他方の塗布液を、導電性基体
２１上に形成された電荷発生層２２ａ又は電荷輸送層２２ｂに塗布し、乾燥した後、他方
の層を形成させ、積層型感光体２０を製造することができる。
【０１１１】
　積層型感光体２０において、電荷発生剤、電荷輸送剤、ベース樹脂及びバインダー樹脂
の各含有量は適宜選定され、特に限定されない。具体的には、例えば、電荷発生剤の含有
量は、電荷発生層２２ａを構成するベース樹脂１００質量部に対して、５質量部以上１０
００質量部以下であることが好ましく、３０質量部以上５００質量部以下であることがよ
り好ましい。
【０１１２】
　また、電荷輸送剤の含有量は、電荷輸送層２２ｂを構成するバインダー樹脂１００質量
部に対して、１０質量部以上５００質量部以下であることが好ましく、２５質量部以上１
００質量部以下であることがより好ましい。
【０１１３】
　また、電荷発生層２２ａ及び電荷輸送層２２ｂの各層の厚さは、それぞれの層として十
分に作用することができれば、特に限定されない。電荷発生層２２ａの厚さは、具体的に
は、０．０１μｍ以上５μｍ以下であることが好ましく、０．１μｍ以上３μｍ以下であ
ることがより好ましい。また、電荷輸送層２２ｂの厚さは、具体的には、２μｍ以上１０
０μｍ以下であることが好ましく、５μｍ以上５０μｍ以下であることがより好ましい。
【０１１４】
　また、塗布液に含有される溶剤としては、各成分を溶解又は分散させることができれば
、特に限定されない。具体的には、例えば、メタノール、エタノール、イソプロパノール
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、ブタノールのようなアルコール類、ｎ－ヘキサン、オクタン、シクロヘキサンのような
脂肪族系炭化水素、ベンゼン、トルエン、キシレンのような芳香族炭化水素、ジクロロメ
タン、ジクロロエタン、四塩化炭素又はクロロベンゼンのようなハロゲン化炭化水素、ジ
メチルエーテル、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、エチレングリコールジメチル
エーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテルのようなエーテル類、アセトン、メチ
ルエチルケトン、シクロヘキサノンのようなケトン類、酢酸エチル、酢酸メチルのような
エステル類、又はジメチルホルムアルデヒド、ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホキ
シドが挙げられる。これらの溶剤は、例示した溶剤を単独で用いてもよいし、２種以上を
組み合わせて用いてもよい。感光体の製造過程における作業者の安全衛生を改善するため
に、非ハロゲン系溶剤を用いることが好ましい。
【０１１５】
　以上、単層型感光体１０及び積層型感光体２０の製造方法について説明した。なお、単
層型感光体１０又は積層型感光体２０のいずれにおいても、塗布液は、各成分を混合、分
散することにより調製される。例えば、ビーズミル、ロールミル、ボウルミル、アトライ
ター、ペイントシェーカー、又は超音波分散器を用いて調製する方法が挙げられる。
【０１１６】
　塗布液には、各成分の分散性、感光層表面の平滑性をよくするために、界面活性剤、レ
ベリング剤等を添加してもよい。
【０１１７】
　塗布方法としては、塗布液を導電性基体上に均一に塗布できる方法であれば、特に限定
されない。例えば、ディップコート法、スプレーコート法、スピンコート法、又はバーコ
ート法が挙げられる。
【０１１８】
　乾燥方法としては、電荷発生層用塗布液中の溶媒が蒸発して、電荷発生層が形成される
方法であれば、特に限定されない。例えば、高温乾燥機、減圧乾燥機を用いて４０℃以上
１５０℃以下で３分間以上１２０分間以下の条件で熱処理（熱風乾燥）する方法が挙げら
れる。
【０１１９】
　本実施形態に係る感光体は、電子写真方式の画像形成装置の像担持体として用いること
ができる。また、この画像形成装置としては、電子写真方式のものであれば、特に限定さ
れない。本実施形態に係る感光体は、具体的には、例えば、後述の画像形成装置の像担持
体として用いることができる。
【０１２０】
　［実施形態２］
　［画像形成装置］
　本実施形態に係る画像形成装置は、像担持体と、像担持体の表面を帯電させる帯電器と
、露光器と、静電潜像をトナー像として現像する現像器と、トナー像を像担持体から被転
写体へ転写するための転写器とを備える。露光器は、帯電器によって帯電された像担持体
の表面を露光して当該表面に静電潜像を形成する。本実施形態に係る画像形成装置におい
て、像担持体は、上述した感光体である。即ち、本実施形態に係る画像形成装置は、電子
写真方式の画像形成装置であって、像担持体を感光体として用いるものであれば、特に限
定されない。
【０１２１】
　本実施形態における画像形成装置としては、オゾン等のガスの発生を抑制できる点から
、接触帯電方式の帯電器を備えることが好ましい。
【０１２２】
　また、本実施形態の画像形成装置として、複数色のトナーを用いるタンデム型のカラー
画像形成装置が用いられる。より具体的には、本実施形態の画像形成装置は、複数の像担
持体である感光体と、現像ローラーを備えた複数の現像装置とを備える。感光体は、各表
面上にそれぞれ異なった各色のトナーによるトナー像を形成させるために、所定方向に併
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設されている。複数の現像装置は、各感光体に対向して配置され、表面にトナーを担持し
て搬送し、搬送されたトナーを各感光体の表面にそれぞれ供給する。
【０１２３】
　以下、図３を参照して、本実施形態に係る画像形成装置の一例を説明する。
【０１２４】
　図３は、本発明の実施形態に係る感光体を備えた画像形成装置の構成を示す概略図であ
る。図３において、画像形成装置は、タンデム型カラープリンター１である。カラープリ
ンター１は、箱型の機器本体１ａを有している。機器本体１ａ内には、給紙部２と、画像
形成部３と、定着部４とが設けられている。給紙部２は、用紙Pを給紙する。画像形成部
３は、給紙部２から給紙された用紙Ｐを搬送しながら用紙Ｐに画像データに基づくトナー
像を転写する。定着部４は、画像形成部３で用紙Ｐ上に転写された未定着トナー像を用紙
Ｐに定着する。さらに、機器本体１ａの上面には、排紙部５が設けられている。排紙部５
は、定着部４で定着処理された用紙Ｐを排紙する。
【０１２５】
　画像形成部３は、画像形成ユニット７と、中間転写ベルト３１と、２次転写ローラー３
２とを備えている。中間転写ベルト３１には、画像形成ユニット７によってコンピュータ
ー等から電送された画像データに基づくトナー像が１次転写される。２次転写ローラー３
２は、中間転写ベルト３１上のトナー像を給紙カセット１２１から送り込まれた用紙Ｐに
２次転写させる。
【０１２６】
　画像形成ユニット７は、上流側から下流側に向けて順次配設されたブラック用ユニット
７Ｋと、イエロー用ユニット７Ｙと、シアン用ユニット７Ｃと、マゼンタ用ユニット７Ｍ
とを備えている。各ユニット７Ｋ，７Ｙ，７Ｃ及び７Ｍは、それぞれの中央位置に像担持
体としての感光体ドラム３７が矢符（時計回り）方向に回転可能に配置されている。そし
て、各感光体ドラム３７の周囲には、帯電器３９、露光装置３８、現像装置７１、不図示
のクリーニング装置、及び除電手段としての除電器が、回転方向上流側から順に各々配置
されている。なお、感光体ドラム３７としては、上述した電子写真感光体を用いる。
【０１２７】
　ここで、本実施形態に係る画像形成装置では、帯電器３９として接触帯電方式の帯電器
を用いているが、矢符方向に回転されている感光体ドラム３７の周面を均一に帯電させる
ものであれば、非接触帯電方式の帯電器を用いてもよい。接触帯電方式の帯電器３９とし
ては、例えば、帯電ローラー及び帯電ブラシが感光体ドラム３７に接触したまま感光体ド
ラム３７の周面（表面）を帯電させる装置（即ち、接触方式の帯電ローラー及び帯電ブラ
シを備えた帯電器）が挙げられる。
【０１２８】
　接触方式の帯電ローラーとしては、例えば、少なくとも表面部が樹脂で構成され、感光
体ドラム３７と接触したまま、感光体ドラム３７の回転に従属して回転するローラーが挙
げられる。より具体的には、例えば、帯電ローラーは、回転可能に軸支された芯金と、芯
金上に形成された樹脂層と、芯金に電圧を印加する電圧印加手段とを備える。このような
帯電ローラーを備えた帯電器は、電圧印加手段によって芯金に電圧を印加し、樹脂層を介
して接触する感光体ドラム３７の表面を帯電させることができる。
【０１２９】
　このような接触方式の帯電ローラーを備える帯電器は、像担持体として有機感光体を用
いた場合、最表層の摩耗量が大きくなる傾向があった。しかし、最表層として電荷輸送層
を備える電子写真感光体を像担持体として用いた場合、最表層（積層型の場合、電荷輸送
層であり、単層型の場合、感光層である）の摩耗量が少ないといったように耐久性の高い
ものが得られる。このことから、製造が容易であるとともに、感光層を構成する有機材料
の選択肢が多様で構造設計の自由度が高いという有機感光体としての利点を活かしつつ、
摩耗量が少ないといったように耐久性の高い感光体が得られる。
【０１３０】
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　また、帯電ローラーの樹脂層を構成する樹脂は特に限定されないが、例えば、シリコー
ン樹脂、ウレタン樹脂、又はシリコーン変性樹脂が挙げられる。この樹脂層は無機充填材
を含有してもよい。
【０１３１】
　また、電圧印加手段で印加する電圧は、直流電圧のみであることが好ましい。そうする
ことによって、最表層として電荷輸送層（積層型の場合）又は感光層（単層型の場合）を
備える電子写真感光体を像担持体として用いた場合、最表層の摩耗量をより少なくするこ
とができる。具体的には、交流電圧、又は直流電圧に交流電圧を重畳した重畳電圧を帯電
ローラーに印加した場合よりも、帯電ローラーに直流電圧のみを印加した場合のほうが、
最表層である電荷輸送層の摩耗量を少なくすることができる。
【０１３２】
　また、交流電圧を印加すると、帯電による像担持体の表面（周面）の電位が均一化する
傾向があるが、接触帯電方式の帯電器を備えた画像形成装置では、直流電圧のみを印加し
ても均一に帯電できる。従って、画像形成装置では、帯電ローラーに直流電圧のみを印加
することによって、好適な画像を形成することができ、さらに、感光層の摩耗量を低減さ
せることができる。
【０１３３】
　露光装置３８は、いわゆるレーザー走査ユニットであり、帯電器３９によって均一に帯
電された感光体ドラム３７の周面に、上位装置であるパーソナルコンピューター（ＰＣ）
から入力された画像データに基づくレーザー光を照射し、感光体ドラム３７上に画像デー
タに基づく静電潜像を形成する。現像装置７１は、静電潜像が形成された感光体ドラム３
７の周面にトナーを供給することで、画像データに基づくトナー像を形成させる。そして
、このトナー像が中間転写ベルト３１に１次転写される。クリーニング装置は、中間転写
ベルト３１へのトナー像の１次転写が終了した後、感光体ドラム３７の周面に残留してい
るトナーを清掃する。除電器は、１次転写が終了した後、感光体ドラム３７の周面を除電
する。クリーニング装置及び除電器によって清浄化処理された感光体ドラム３７の周面は
、新たな帯電処理のために帯電器３９へ向かい、新たな画像形成のために帯電処理が行わ
れる。
【０１３４】
　中間転写ベルト３１は、無端ベルト状の回転体であって、表面（接触面）側が各感光体
ドラム３７の周面にそれぞれ当接するように駆動ローラー３３、従動ローラー３４、バッ
クアップローラー３５、及び１次転写ローラー３６等の複数のローラーに架け渡されてい
る。又、中間転写ベルト３１は、各感光体ドラム３７と対向配置された１次転写ローラー
３６によって感光体ドラム３７に押圧された状態で、複数のローラーによって無端回転す
るように構成されている。駆動ローラー３３は、ステッピングモーター等の駆動源によっ
て回転駆動し、中間転写ベルト３１を無端回転させるための駆動力を与える。従動ローラ
ー３４、バックアップローラー３５、及び１次転写ローラー３６は、回転自在に設けられ
、駆動ローラー３３による中間転写ベルト３１の無端回転に伴って従動回転する。ローラ
ー３４，３５，３６は、駆動ローラー３３の主動回転に応じて中間転写ベルト３１を介し
て従動回転するとともに、中間転写ベルト３１を支持する。
【０１３５】
　１次転写ローラー３６は、１次転写バイアス（トナーの帯電極性とは逆極性）を中間転
写ベルト３１に印加する。これにより、各感光体ドラム３７上に形成されたトナー像は、
各感光体ドラム３７と１次転写ローラー３６との間で、駆動ローラー３３の駆動により矢
符（反時計回り）方向に周回する中間転写ベルト３１に重ねられて順次転写（１次転写）
される。
【０１３６】
　２次転写ローラー３２は、トナー像と逆極性の２次転写バイアスを用紙Ｐに印加する。
その結果、中間転写ベルト３１上に１次転写されたトナー像は、２次転写ローラー３２と
バックアップローラー３５との間で用紙Ｐに転写され、用紙Ｐにカラーの未定着トナー像
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が転写される。
【０１３７】
　定着部４は、画像形成部３で用紙Ｐに転写された転写画像に定着処理を実行する。定着
部４は、加熱ローラー４１と、加圧ローラー４２とを備えている。加熱ローラー４１は、
通電発熱体により加熱される。加圧ローラー４２は、加熱ローラー４１に対向配置され、
周面が加熱ローラー４１の周面に押圧当接される。
【０１３８】
　そして、画像形成部３で２次転写ローラー３２により用紙Ｐに転写された転写画像は、
用紙Ｐが加熱ローラー４１と加圧ローラー４２との間を通過する際の加熱による定着処理
によって用紙Ｐに定着される。そして、定着処理された用紙Ｐは、排紙部５へ排紙される
。又、本実施形態の画像形成装置（カラープリンター１）には、定着部４と排紙部５との
間の適所に搬送ローラー６が配設されている。
【０１３９】
　排紙部５は、カラープリンター１の機器本体１ａの頂部を凹没することによって形成さ
れ、この凹没した凹部の底部に排紙された用紙Ｐを受ける排紙トレイ５１が形成されてい
る。
【０１４０】
　本実施形態の画像形成装置（カラープリンター１）は、以上のような画像形成動作によ
って、用紙Ｐ上に画像形成を行う。本実施形態の画像形成装置では、像担持体として実施
形態１において説明した感光体が用いられる。従って、特に、画像形成装置が接触方式の
帯電器を備えた場合には、電荷輸送層の摩耗量を顕著に抑制することができ、長期間に亘
って像担持体を取替えなくとも好適な画像を形成することができる。
【実施例】
【０１４１】
　以下に、実施例により本発明をさらに具体的に説明する。なお、本発明は実施例により
何ら限定されるものではない。
【０１４２】
［積層型感光体の作製］
　［実施例１］
　（下引き層の形成）
【０１４３】
　始めに、下引き層用塗布液を調製した。具体的には、アルミナとシリカで表面処理後、
湿式分散しながらメチルハイドロジェンポリシロキサンにて表面処理した酸化チタン（テ
イカ製、試作品ＳＭＴ－Ａ、数平均一次粒子径１０ｎｍ）（２質量部）と、６，１２，６
６，６１０四元共重合ポリアミド樹脂アミラン（東レ製、品番：ＣＭ８０００）（１質量
部）とをメタノール（１０質量部）、ブタノール（１質量部）及びトルエン（１質量部）
からなる混合溶剤にビーズミルを用いて混合して５時間分散させた。
【０１４４】
　次に、下引き層を形成した。具体的には、得られた下引き層用塗布液を５μｍのフィル
ターにてろ過後、導電性支持体として直径３０ｍｍ、全長２４６ｍｍのアルミニウム製の
ドラム状支持体にディップコート法にて塗布した。１３０℃で３０分間熱処理し、膜厚１
μｍの下引き層を形成した。
【０１４５】
　（電荷発生層の形成）
　次に、電荷発生層の塗布液を調製した。具体的には、ＣＧＭ－２（１．５質量部）と、
バインダー樹脂としてのポリビニルアセタール樹脂（積水化学工業、品番：エスレックＢ
Ｘ－５）（１質量部）と、分散媒としてのプロピレングリコールモノメチルエーテル（４
０質量部）と、テトラヒドロフラン（４０質量部）とを混合し、ビーズミルにて２時間分
散させた。次に、得られた塗布液を３μmのフィルターにてろ過後、上記で作製した下引
き層上にディップコート法にて塗布し、５０℃で１０分間乾燥させて、膜厚０．３μｍの
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電荷発生層を形成した。
【０１４６】
　（電荷輸送層の形成）
　次に、電荷輸送層用塗布液を調製した。具体的には、正孔輸送剤として上述のアミンス
チルベン化合物ＨＴＭ－１（４５質量部）と、添加剤としてのＢＨＴ（０．５質量部）と
、メタターフェニル（３質量部）と、電子アクセプター化合物ＥＴＭ－１（１質量部）と
、バインダー樹脂としてのポリカーボネート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－１、粘度平均分子量５０
，１００）（１００質量部）と、溶剤としてのテトラヒドロフラン（４２０質量部）と、
トルエン（２１０質量部）とを混合溶解した。Ｒｅｓｉｎ－１の組成は、一般式（２１）
により表される。
【０１４７】
【化３１】

【０１４８】
　調製した電荷輸送層用塗布液を、電荷発生層用塗布液と同様に電荷発生層上に塗布し、
１２０℃にて４０分間乾燥し、膜厚２０μｍの電荷輸送層を形成し、積層型電子写真感光
体を作製した。
【０１４９】
　［実施例２］
　実施例２における電荷輸送層の形成方法は、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりに
ＨＴＭ－２を用いたこと以外、実施例１と同様である。
【０１５０】
　［実施例３］
　実施例３における電荷輸送層の形成方法は、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりに
ＨＴＭ－３を用いたこと以外、実施例１と同様である。
【０１５１】
　［実施例４］
　実施例４における電荷輸送層の形成方法は、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりに
ＨＴＭ－４を用いたこと以外、実施例１と同様である。
【０１５２】
　［実施例５］
　実施例５における電荷輸送層の形成方法は、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりに
ＨＴＭ－５を用いたこと以外、実施例１と同様である。
【０１５３】
　［実施例６］
　実施例６における電荷輸送層の形成方法は、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりに
ＨＴＭ－６を用いたこと以外、実施例１と同様である。
【０１５４】
　［実施例７］
　実施例７における電荷輸送層の形成方法は、バインダー樹脂として、Ｒｅｓｉｎ－１の
代わりにＲｅｓｉｎ－２（粘度平均分子量５０，３００）を用いたこと以外、実施例１と
同様である。Ｒｅｓｉｎ－２の組成は、一般式（２２）により表される。
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【化３２】

【０１５６】
　［実施例８］
　実施例８における電荷輸送層の形成方法は、バインダー樹脂として、Ｒｅｓｉｎ－１の
代わりに、Ｒｅｓｉｎ－３（粘度平均分子量５０，２００）を用いたこと以外、実施例１
と同様である。Ｒｅｓｉｎ－３の組成は、一般式（２３）により表される。
【０１５７】

【化３３】

【０１５８】
　［実施例９］
　実施例９における電荷輸送層の形成方法は、バインダー樹脂として、Ｒｅｓｉｎ－１の
代わりに、Ｒｅｓｉｎ－４（粘度平均分子量５０，２００）を用いたこと以外、実施例１
と同様である。Ｒｅｓｉｎ－４の組成は、一般式（２４）により表される。
【０１５９】

【化３４】

【０１６０】
　［比較例１］
　比較例１における電荷輸送層の形成方法は、バインダー樹脂として、Ｒｅｓｉｎ－１の
代わりにＲｅｓｉｎ－５（粘度平均分子量５０，３００）を用いたこと以外、実施例１と
同様である。Ｒｅｓｉｎ－５の組成は、一般式（２５）により表される。
【０１６１】
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【化３５】

【０１６２】
　［比較例２］
　比較例２における電荷輸送層の形成方法は、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりに
ＨＴＭ－２を用いたこと以外、比較例１と同様である。
【０１６３】
　［比較例３］
　比較例３における電荷輸送層の形成方法は、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりに
ＨＴＭ－３を用いたこと以外、比較例１と同様である。
【０１６４】
　［比較例４］
　比較例４における電荷輸送層の形成方法は、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりに
ＨＴＭ－４を用いたこと以外、比較例１と同様である。
【０１６５】
　［比較例５］
　比較例５における電荷輸送層の形成方法は、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりに
ＨＴＭ－５を用いたこと以外、比較例１と同様である。
【０１６６】
　［比較例６］
　比較例６における電荷輸送層の形成方法は、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりに
ＨＴＭ－６を用いたこと以外、比較例１と同様である。
【０１６７】
　［比較例７］
　比較例７における電荷輸送層の形成方法は、バインダー樹脂として、Ｒｅｓｉｎ－１の
代わりにＲｅｓｉｎ－６を用いたこと以外、実施例１と同様である。
【化３６】

【０１６８】
　［比較例８］
　比較例８における電荷輸送層の形成方法は、バインダー樹脂として、Ｒｅｓｉｎ－１の
代わりにＲｅｓｉｎ－７を用いたこと以外、実施例１と同様である。
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【０１６９】
　［比較例９］
　比較例９における電荷輸送層の形成方法は、バインダー樹脂として、Ｒｅｓｉｎ－１の
代わりにＲｅｓｉｎ－８を用いたこと以外、実施例１と同様である。
【化３８】

【０１７０】
　［比較例１０］
　比較例１０における電荷輸送層の形成方法は、バインダー樹脂として、Ｒｅｓｉｎ－１
の代わりにＲｅｓｉｎ－９を用いたこと以外、実施例１と同様である。
【化３９】

【０１７１】
　［比較例１１］
　比較例１１における電荷輸送層の形成方法は、バインダー樹脂として、Ｒｅｓｉｎ－１
の代わりにＲｅｓｉｎ－１０を用いたこと以外、実施例１と同様である。
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【化４０】

【０１７２】
［単層型感光体の作製］
　［実施例１０］
　実施例１０における単層型感光体の作製方法は、正孔輸送剤としてのアミンスチルベン
化合物ＨＴＭ－１（５０質量部）と、電子輸送剤としてのＥＴＭ－２（２０質量部）と、
電荷発生剤としてのＸ型無金属フタロシアニンＣＧＭ－１（３質量部）と、バインダー樹
脂としてのポリカーボネート樹脂共重合体Ｒｅｓｉｎ－１（１００質量部）とを、溶媒と
してのテトラヒドロフラン（８００質量部）に対して添加した。次いで、超音波分散機を
用いて混合分散して、単層型感光体層用の塗布液を調製した。得られた塗布液を導電性基
材（アルミニウム素管）上に塗布し、１００℃で、３０分間熱風乾燥して、膜厚２５μｍ
の単層型の電子写真感光体を得た。
【０１７３】
　［実施例１１］
　実施例１１における単層型感光体の作製方法は、電荷発生剤として、ＥＴＭ－１の代わ
りにＥＴＭ－２を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１７４】
　［実施例１２］
　実施例１２における単層型感光体の作製方法は、電荷発生剤として、ＥＴＭ－１の代わ
りにＥＴＭ－２を用いたこと、また、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりにＨＴＭ－
２を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１７５】
　［実施例１３］
　実施例１３における単層型感光体の作製方法は、電荷発生剤として、ＥＴＭ－１の代わ
りにＥＴＭ－２を用いたこと、また、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりにＨＴＭ－
３を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１７６】
　［実施例１４］
　実施例１４における単層型感光体の作製方法は、電荷発生剤として、ＥＴＭ－１の代わ
りにＥＴＭ－２を用いたこと、また、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりにＨＴＭ－
４を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１７７】
　［実施例１５］
　実施例１５における単層型感光体の作製方法は、電荷発生剤として、ＥＴＭ－１の代わ
りにＥＴＭ－２を用いたこと、また、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりにＨＴＭ－
５を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１７８】
　［実施例１６］
　実施例１６における単層型感光体の作製方法は、電荷発生剤として、ＥＴＭ－１の代わ
りにＥＴＭ－２を用いたこと、また、正孔輸送剤として、ＨＴＭ－１の代わりにＨＴＭ－
６を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
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【０１７９】
　［実施例１７］
　実施例１７における単層型感光体の作製方法は、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１
の代わりにＲｅｓｉｎ－２を用いたこと、また、電荷発生剤としてＥＴＭ－１の代わりに
ＥＴＭ－２を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１８０】
　［実施例１８］
　実施例１８における単層型感光体の作製方法は、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１
の代わりにＲｅｓｉｎ－３を用いたこと、また、電荷発生剤としてＥＴＭ－１の代わりに
ＥＴＭ－２を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１８１】
　［実施例１９］
　実施例１９における単層型感光体の作製方法は、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１
の代わりにＲｅｓｉｎ－４を用いたこと、また、電荷発生剤としてＥＴＭ－１の代わりに
ＥＴＭ－２を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１８２】
　［実施例２０］
　実施例２０における単層型感光体の作製方法は、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１
の代わりにＲｅｓｉｎ－４を用いたこと、電荷発生剤としてＥＴＭ－１の代わりにＥＴＭ
－２を用いたこと、また、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－２及びＰＹ１
２８を用いたこと以外、実施例１０と同様である。ＰＹ－１２８は、一般式（３１）によ
り表される。
【０１８３】
【化４１】

【０１８４】
　［実施例２１］
　実施例２１における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
にＥＴＭ－２を用いたこと、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－２＋ＰＹ１
２８を用いたこと、また、電荷輸送剤としてＨＴＭ－１の代わりにＨＴＭ－２を用いたこ
と以外、実施例１０と同様である。
【０１８５】
　［実施例２２］
　実施例２２における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
にＥＴＭ－２を用いたこと、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－２＋ＰＹ１
２８を用いたこと、また、電荷輸送剤としてＨＴＭ－１の代わりにＨＴＭ－３を用いたこ
と以外、実施例１０と同様である。
【０１８６】
　［実施例２３］
　実施例２３における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
にＥＴＭ－２を用いたこと、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－２＋ＰＹ１
２８を用いたこと、また、電荷輸送剤としてＨＴＭ－１の代わりにＨＴＭ－４を用いたこ
と以外、実施例１０と同様である。
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【０１８７】
　［実施例２４］
　実施例２４における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
にＥＴＭ－２を用いたこと、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－２＋ＰＹ１
２８を用いたこと、また、電荷輸送剤としてＨＴＭ－１の代わりにＨＴＭ－５を用いたこ
と以外、実施例１０と同様である。
【０１８８】
　［実施例２５］
　実施例２５における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
にＥＴＭ－２を用いたこと、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－２＋ＰＹ１
２８を用いたこと、また、電荷輸送剤としてＨＴＭ－１の代わりにＨＴＭ－６を用いたこ
と以外、実施例１０と同様である。
【０１８９】
　［実施例２６］
　実施例２６における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
にＥＴＭ－３を用いたこと、また、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－２＋
ＰＹ１２８を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１９０】
　［実施例２７］
　実施例２７における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
にＥＴＭ－４を用いたこと、また、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－２＋
ＰＹ１２８を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１９１】
　［実施例２８］
　実施例２８における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
にＥＴＭ－５を用いたこと、また、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－２＋
ＰＹ１２８を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１９２】
　［実施例２９］
　実施例２９における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
にＥＴＭ－６を用いたこと、また、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－２＋
ＰＹ１２８を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１９３】
　［実施例３０］
　実施例３０における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
にＥＴＭ－７を用いたこと、また、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－２＋
ＰＹ１２８を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１９４】
　［実施例３１］
　実施例３１における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
にＥＴＭ－８を用いたこと、また、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－２＋
ＰＹ１２８を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１９５】
　［実施例３２］
　実施例３２における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
にＥＴＭ－２を用いたこと、また、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－３を
用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１９６】
　［実施例３３］
　実施例３３における単層型感光体の作製方法は、電子輸送剤としてＥＴＭ－１の代わり
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にＥＴＭ－２を用いたこと、また、電荷発生剤としてＣＧＭ－１の代わりにＣＧＭ－４を
用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１９７】
　［比較例１２］
　比較例１２における単層型感光体の作製方法は、バインダー樹脂として、Ｒｅｓｉｎ－
１の代わりにＲｅｓｉｎ－５を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１９８】
　［比較例１３］
　比較例１３における単層型感光体の作製方法は、正孔輸送剤としてＨＴＭ－１の代わり
にＨＴＭ－２を用いたこと、また、バインダー樹脂として、Ｒｅｓｉｎ－１の代わりにＲ
ｅｓｉｎ－５を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０１９９】
　［比較例１４］
　比較例１４における単層型感光体の作製方法は、正孔輸送剤としてＨＴＭ－１の代わり
にＨＴＭ－３を用いたこと、また、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１の代わりにＲｅ
ｓｉｎ－５を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０２００】
　［比較例１５］
　比較例１５における単層型感光体の作製方法は、正孔輸送剤としてＨＴＭ－１の代わり
にＨＴＭ－４を用いたこと、また、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１の代わりにＲｅ
ｓｉｎ－５を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０２０１】
　［比較例１６］
　比較例１６における単層型感光体の作製方法は、正孔輸送剤としてＨＴＭ－１の代わり
にＨＴＭ－５を用いたこと、また、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１の代わりにＲｅ
ｓｉｎ－５を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０２０２】
　［比較例１７］
　比較例１７における単層型感光体の作製方法は、正孔輸送剤としてＨＴＭ－１の代わり
にＨＴＭ－６を用いたこと、また、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１の代わりにＲｅ
ｓｉｎ－６を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０２０３】
　［比較例１８］
　比較例１８における単層型感光体の作製方法は、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１
の代わりにＲｅｓｉｎ－６を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０２０４】
　［比較例１９］
　比較例１９における単層型感光体の作製方法は、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１
の代わりにＲｅｓｉｎ－７を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０２０５】
　［比較例２０］
　比較例２０における単層型感光体の作製方法は、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１
の代わりにＲｅｓｉｎ－８を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０２０６】
　［比較例２１］
　比較例２１における単層型感光体の作製方法は、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１
の代わりにＲｅｓｉｎ－９を用いたこと以外、実施例１０と同様である。
【０２０７】
　［比較例２２］
　比較例２２における単層型感光体の作製方法は、バインダー樹脂としてＲｅｓｉｎ－１
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【０２０８】
［感光体の性能評価］
　（感度特性評価（電気的特性評価））
【０２０９】
　作製した積層型感光体及び単層型感光体のそれぞれを、感度特性（電気的特性）試験機
にて、以下の条件にて帯電能（表面電位Ｖ0）及び感度特性（残留電位ＶL）を測定した。
測定環境の温度は１０℃で、湿度は２０％であった。
【０２１０】
　（積層型感光体の測定条件）
　ドラム感度試験機を用いて、回転数を３１ｒｐｍとし、－６００Ｖになるように帯電さ
せた状態で電位を測定し、初期表面電位（Ｖo）とした。次いで、ハロゲンランプの光か
らハンドパルスフィルターを用いて取り出した波長７８０ｎｍの単色光（半値幅：２０ｎ
ｍ、露光量：０．２６μＪ／ｃｍ2）を感光体表面に照射した。照射後、５０ｍｓｅｃ経
過した後の表面電位を測定し、残留電位（ＶL）とした。
【０２１１】
　（単層型感光体の測定条件）
　ドラム感度試験機を用いて、７００Ｖになるように帯電させた状態で電位を測定し、初
期表面電位（Ｖo）とした。次いで、ハロゲンランプの光からハンドパルスフィルターを
用いて取り出した波長７８０ｎｍの単色光（半値幅：２０ｎｍ、光量：１．５μＪ／ｃｍ
2）を感光体表面に照射した。照射後、１００ｍｓｅｃ経過した後の表面電位を測定し、
残留電位（ＶL）とした。
【０２１２】
　［耐摩耗性（摩耗減量）］
　（単層型感光体及び積層型感光体共通）
　調製した電荷輸送層用塗布液、もしくは単層型塗布液をφ７８アルミパイプに巻きつけ
たＰＰシート（厚さ０．３ｍｍ）に塗布し、１２０℃で４０分乾燥し、膜厚３０μｍの摩
耗評価用のシートを作製した。
【０２１３】
　このＰＰシートからＣＴ層を剥離し、ウイールＳ－３６（テーバー社製）に貼り付け、
サンプルを作製した。作製したサンプルをロータリーアブレージョンテスタ（（株）東洋
精機製作製）を用いて摩耗輪Ｃ－１０（テーバー社製）、荷重５００ｇｆ、回転速度６０
ｒｐｍにて１０００回転摩耗試験を実施し、摩耗試験前後のサンプルの重量変化である摩
耗減量（ｍｇ／１０００回転）を測定し、耐摩耗性を評価した。
【０２１４】
　表１は、上述した積層型感光体の感度特性評価（電気的特性評価）と摩耗評価試験の結
果、及び感光層の各材料を示す。また、表２は、上述した単層型感光体の感度特性評価（
電気的特性評価）と摩耗評価試験の結果、及び感光層の各材料を示す。
【０２１５】
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【０２１６】
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【表２】

【０２１７】
　表１及び表２により、電荷輸送剤（正孔輸送剤）として一般式（１）で表されるアミン
スチルベン誘導体と、バインダー樹脂として一般式（２）で表されるポリカーボネート樹
脂とを含有する積層型感光体（実施例１～９）、及び単層型感光体（実施例１０～３３）
は、感度特性評価（電気的特性評価）において残留電位（ＶL）が低く、耐摩耗試験にお
いて１０００回転あたりの摩耗減量が少なかったことがわかった。したがって、本発明に
係る積層型感光体及び単層型感光体によれば、優れた感度特性（電気的特性）を維持しつ
つ、耐摩耗性を向上させることができる。
【産業上の利用可能性】
【０２１８】
　本発明による電子写真感光体は、複合機等の画像形成装置に適用することがきる。
【符号の説明】
【０２１９】
１０　　単層型感光体
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１１　　導電性基体
１２　　感光層
１３　　下引き層
２０　　積層型感光体
２１　　導電性基体
２２　　感光層
２２ａ　電荷発生層
２２ｂ　電荷輸送層
２３　　下引き層

【図１】

【図２】

【図３】
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